
消防参第１１８号 

消防救第１０４号 

令和５年４月２０日 

 

 各都道府県消防防災主管部（局）長 殿 

 

  

消防庁国民保護・防災部参事官  

（ 公 印 省 略 ） 

消防庁救急企画室長  

（ 公 印 省 略 ） 

 

 

林務担当部局と連携した救急・救助訓練の推進について（通知） 

  

標記の件について、林野庁林政部経営課長から「地域消防と連携した救急・救

助訓練等の推進について」（令和５年４月 10 日付け４林政経第 925号）（以下、

「林野庁通知」という。）により協力依頼がありましたので、情報提供するとと

もに、下記事項にご留意のうえ各都道府県林務部局等と連携した訓練の推進を

お願いいたします。 

また、各都道府県消防防災主管部（局）長におかれましては、貴都道府県内の

消防本部（消防の事務を処理する一部事務組合等を含む。）に対しても、周知い

ただきますようお願いいたします。 
 なお、本通知は消防組織法第 37 条の規定に基づく助言として発出するものです。 

  

記 

 
１ 各都道府県消防防災主管部（局）等は、平素より、都道府県林務担当部局

と協力体制の構築に努め、林務担当部局からの協力要請に基づき、林野庁通

知の訓練事例を参考にした連携訓練を推進すること。 

 

２ 消防機関は、林業経営体からの協力要請に基づき、応急手当講習を始めと

した救命講習を行うとともに、災害発生時の救出要領等について、連携訓練

を推進すること。訓練においては、林野庁通知の訓練事例にあるように林業

経営体の持つ専門技術（例：チェーンソーの取扱い）を習得する等、消防機

関の災害対応力向上にも努めること。また、緊急時の連絡体制の確保につい



ても情報交換を実施すること。 

 

 

 

 

【問合せ先】 

【救助】消防庁国民保護・防災部参事官付救助係 

担当 志水・戸田 

電話：03-5253-7507 

Mail: fdma.kyuujo@soumu.go.jp 

 

【救急】消防庁救急企画室 救急連携係 

              担当 門口・西川 

電話：03-5253-7529 

Mail:kyukyukikaku-kyukyurenkei@soumu.go.jp 

 

 

 

mailto:fdma.kyuujo@soumu.go.jp


４林政経第 92 5 号 

令和５年４月 10 日 

総務省消防庁国民保護・防災部参事官 様 

総務省消防庁救急企画室長 様 

林野庁林政部経営課長 

地域消防と連携した救急・救助訓練等の推進について 

平素より林業の労働安全の確保につきまして、格別の御理解･御協力を賜り深く感謝

申し上げます。 

さて、林業における労働災害の発生率は、他産業と比べて極めて高く、労働安全の

確保は重要な課題となっています。一方、林業は、作業現場が奥地山林であることが

多く、労働災害の発生から救助までに長時間を要するほか、伐倒木の激突やチェーン

ソーによる切創など重篤化に繋がる事故が多いことから、災害発生時の速やかな対応

が重要であり、災害発生時に救急・救助対応いただく管轄消防との連携は重要と考え

るところです。 

このため、林野庁では、都道府県の林務担当部局に対して、都道府県の消防担当部

局と連携を図った応急手当講習や救助訓練の取組等について検討頂くよう、別添のと

おり通知したところです。 

つきましては、貴職から都道府県の消防担当部局に対して、都道府県の林務担当部

局から応急手当講習や救助訓練の実施等に係る協力要請等があった場合には、御対応

いただくよう御助言をお願いします。 

参考

913393
ハイライト表示



 

４林政経第 92 5 号 

令和５年４月 10 日 

 

都道府県林務担当部長 様 

（林業労働安全担当） 

 

林野庁林政部経営課長 

 

地域消防機関と連携した救急・救助訓練等の推進について 

 

平素より林業の労働安全の確保につきまして、格別の御理解･御協力を賜り深く感謝

申し上げます。 

さて、林業は、作業現場が奥地山林であることが多く、労働災害の発生から救助ま

でに長時間を要するほか、伐倒木の激突やチェーンソーによる切創など重篤化に繋が

る事故が多いことから、現場作業員を含め林業経営体では、災害発生後の速やかな救

助対応に向けて、普段から緊急連絡体制の整備や対応方法を整理し、習得しておくこ

とが重要です。 

この災害発生時の救急・救助対応について、昨年来実施してきた林業労働安全に関

する都道府県との意見交換等において、管轄消防との作業現場情報の共有や管轄消防

と連携した応急手当講習、救助訓練等の取組など、効果的な取組を実施している事例

が見られたところです（別紙資料１～６参照）。 

つきましては、各都道府県におかれては、これらの事例等を参考として、都道府県

消防担当部局と連携した応急手当講習や救助訓練の取組等について、地域の実情を踏

まえつつ、積極的に御検討いただきますようお願いいたします。 

なお、都道府県段階での消防担当部局と連携した取組の推進に向けて、林野庁から

総務省消防庁に対して、協力要請を行っていることを申し添えます。 

 

 

  

越智俊之(OCHIToshiyuki)
タイプライターテキスト
写



別紙資料１（和歌山県）



別紙資料２（岐阜県）
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別紙資料３（広島県）
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wx 別紙資料４（愛知県）

越智俊之(OCHIToshiyuki)
長方形



別紙資料５（群馬県）



○青い森林業アカデミーと消防本部との連携

１ 労働災害発生を想定した消防本部との合同訓練（7月） 

林業作業は足場の悪い山の中で伐採木等重量物を取り扱うことから、労働災害の発生

頻度が他産業と比較して高く、また、労働災害が発生した場合には、搬送までに時間を

要することがある。 

このため、伐採作業中にチェーンソー作業者が伐倒木の下敷きとなる事故を想定した

合同訓練を実施した。 

（内容） 

①消防への連絡体制

②消防隊員が到着するまでの対応

③救急車や消防隊員の誘導

④消防隊員による被災者の救助、現地材を利用した担架の製作、救急車への担架搬送

２ 消防本部チェーンソーの取扱い等に関する特別研修（11 月） 

チェーンソーの取扱いに関する関係法令の理解及び基本的な技術を習得し、災害現場

活動時の安全、確実化を図ることを目的として実施した。 

（内容） 

①座学：関係法令等

②実技：チェーンソー目立て実習及び風倒木の処理を想定した枝払い及び玉切り実習

別紙資料６（青森県）
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